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・一般に、静止衛星の可視チャ ：；畑司戸時 ｜ 
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可視データの定量的なI 0.o2 ~ ・1 
利用には再較正が必須I 0.00 ' ・ ・ ・ . . . 2' 
GMS・5可視デー タの経年変化
・ 再較正結果
・ 3ターゲットの計算結果
に整合性がある
・ 再較正により新しい較正
テーブルが作成される
・ 検証
・ エーロゾルプロダクトを
作成し、サンフォトメー
タ観測値で検証
・ 再較正により地上観測に
対する過小評価が改善
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オリジナルの厳正予ー ブル
エー ロゾJL,の光学的摩書 （2001/04)
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地上観測
居的
・背景
・気候調査・研究には全球規模で観測が行える衛星のデー
タの利用が必須
・全球で均一の品質をもっ衛星観測による歴史的データ
セットの作成が求められている
・問題点
・気候調査・研究に資する衛星データセットがない
．データの品質は衛星ごとに異なる
・衛星搭識センサーの感度は経年変化する
・研究目的
・静止気象衛星可視データの再較正を行い、気候調査・研
究に資するデータセット作成に必要な技術の開発
放射伝達計算値を真慢として静止衛星の可視データを再較正
1. ターゲットの選定
・低輝度域から高輝度域までの3つのターゲット
・晴天海面，晴天健福．水.
・0.05° 格子 （以下、検距格子）ごとにターゲットを絞り込み
2. 放射伝達計算
• MODISの観測等、静止衛星観測値とは独立したデータを入力
．放射伝達コー ドRSTAR(Nakajima and Tana！叩［1986,1988)) 
を使用
• http:/www.ccsr.u・tokyo.ac.jpJ,～clastr/ 
3. 観測値(DN）を放射輝度計算値で値付け
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・水雲ターゲットのサンプルが少ない季節が見られる
．再較正の精度悪化の要因
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・月ごとのばらつき、または季節約な変動が克られる
・目的
・再較正に使用するターゲットの
絞り込み条件を最適化し、再較
正精度を向上させる
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・方法
・高輝度のサンプJしとなる水雲
ターゲットの絞り込み条件を再
調査 － m” ・∞ ・回 ・曲 10園由....，
水.ターゲットについて、現行よ
りも緩い絞り込み条件を適用した
渇合の再較正処理の結集。
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言の光学的厚さ（τ） ・海上風速（WS)
・雲の厚さ C I ・海面での反射率計算に利用・可視センサの感度が高い 〈＝＝ 争20~τ豆40を選択 璽盤＝•’~ ・計算の精度が高いws豆7m/sを 費量選択 置量:i島区:.1 
TBB高 TBB－健
・赤外l0.8μmの輝度温度（TBB) 太陽天頂角（SNZ），衛星天頂角
・雲頂温度、及び高度 一
(STZ) 
・雲を構成する粒子が水である .，.，.－一「 〈二二 ・放射伝達計算の精度が高い
TBB孟273Kを選択 F凪Z，有忌国型・.，. ~畠＿＿,. SNZ豆60° , STZ豆60。を選択 璽鑑~温~
・可視DNの標準偏差（DNSTD) 言、てE文言
• MODISと静止衛星との観測時ベ帥
間差<.6.t)
・雲の一様性
• MODISと静止衛星が観測する ‘’ 
• DNSTDの小さいものを選択 ζV「Jづ 仁一一つ ターゲットの同一性
思鑑i:M:!11~』 事監盟理面盟~ • l'.1t ~五 15minを選択
雲の光学的厚さによる絞り込みに対する感度
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・各パラメータについて絞り込み条件を変えた時の、再較正
のターゲットとして得られるサンプルのばらつきを調査
－・度 絞り込みによりサンフ
ルのばらつきが減少
4賞優絡手内ON.Ill偏差－外lchの’llt温度
?，
??
?
???
?
?? ? ? ?
車量り込みを強化
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・ 「検証格子内のDNの標準偏差」を減らすことにより
再較正の精度が向上する
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• ONの標準偏差が大きい繍合、ターゲットとする婆の空間一線性が低いため、 静止衡
星とMOD!Sが観測する雲の性質の遣いが大きくなると考えられる
・他の絞り込み条件についても、雲の空間一様性が高くなるようにE安定する必要あり
)~ _j Ji r 
‘町－1Q網”縄問a・..＿，.’ 山崎，.. ，，回・........,., ー 叫 e↓ターゲットの一線住が
・雲の光学的厚さが小さい領域も採用
ι事：，t、 A骨大 上から毘た・
・ 「静止衛星とMODISの相対方位角差jによる絞り込み
・静止衛星とMODISの観測条件が大きく異なる場合、 2つ
の衛星の経路長の差が大きくなり、誤差が大きくなるこ
とが予想される。
ターゲットの一線住が
lも.い”の分布
（旧） 273K~TBB 
↓ 
（斬） 278K~TBB謡285K
・赤外10.Sμmの輝度温度が高いものを排除
・場所により地表が見えるー樽性の低い婁であるケースがあるため
一風速
DNSTD壬20 D:siSTD妥l5 01':STDS. tO ?
????????
?
?
? ?
?
? ．?
ターゲットの－守毒性が
.も高い時の分布
海上風速はターゲットの空間一機性に対する感度がない
海上風速による判定は行わない
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静止鱒畢と附割引D相対方位角S!d唱』
• MODISと静止衛星の相対方位角差による絞り込み
により、雲ターゲットのサンプルのばらつきが減少
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安工E班唾の改宴m一
岡野揮習盟理・｜
婁の光学的厚さ（.） 20；五τ三五40 lO ~ 't ；；；玉 40
赤外10.8t.≪nの輝度温度 273K壬TBB 273K豆TBB孟285K
ぐrBB)
可ω視Ni；の）標準偏差 DNSTDカ＜，J、さい 変更なし
海上風速（WS) WS；五7m/s （削除）
太陽天頂角(SNZ) SNZ~60° 変更なし
衛星天頂角侶TZ) STZ豆60。 変更なし
MODISと静止衛星の ~t豆 15min 変更なし
観測時間差仏t)
MODISと静止衛星の Aφ豆60。
相対方位角差（D.φ）
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・改良により再較正係数の時間変動が減少
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改良後
・改良後でも3ターゲットの計算結果に整合性が保た
れている 却
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・静止衛星可視データの再較正精度の向上を目的とした
改良を行った
・ターゲットの絞り込み条件の最適化・追加
・改良により再較正係数の月変動が小さくなることを確
吾軍1
IJI(》
・他の衛星や期間についても再較正処理を実施し、検証
を進めるとともに全球データセットの作成を試みる予
定
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